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氏 名 梅村
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 篤志
あ つ し

 

生 年 昭和 53 年生 

住 所 愛知県岡崎市 

品 目 

岡崎わ紅茶（おかざきわこうちゃ） 
 地域在来の「本宮種」の茶葉を用いて加工製造した和紅茶で、渋味と苦みが少

なく、独特の風味と甘い後味が特徴 
 本宮種は、1870 年頃に本宮山で採取した在来種の実生由来で市内の額田地区

等で１ha 程度、栽培、早生で細かな新芽と赤芽が特徴 
 直売所での販売の他、ＪＡや市のイベント等でも広く提供され、海外販売にも着手

技 術 

有機ＪＡＳによる在来茶品種「本宮種」を用いた紅茶の製造・加工 
 高品質な茶葉を保つため、原料となる本宮種の茶葉の収穫は２回に抑え、除草の

徹底や冬期の敷草による保温などを行うほか、環境に配慮した栽培管理を徹底 
 和紅茶の製造は、萎凋、発酵、乾燥の工程を、試行錯誤で得たノウハウで丁寧

に処理 
 農薬や化学肥料を使用しない有機栽培での生産と製茶工場の厳格な管理 

活 動 状 況 

 1820 年創業で約２００年の歴史をもつ老舗茶園・産地問屋「宮ザキ園」の６代目 
 2004 年に後継者として就農し、３ha の茶園と製茶工場を経営、地区内の茶葉

を受入れて煎茶、玉露、ほうじ茶、抹茶、紅茶を製造・販売 
 有機農産物及び有機加工食品のＪＡＳ認定を取得 
 国内の若年層など新たなユーザーの獲得やインバウンド戦略として海外販売に

も着手 

相 談 に 

応じられる 

分野・内容 

 茶の栽培から加工までの技術指導 
 茶加工品による新商品の開発・協力 
 地域振興に必要な産業創出等での助言 

受 賞 歴 等 
 平成 23 年 ６次産業化法に基づく事業計画認定（和紅茶とハーブ茶等の 

開発・生産・販売） 

主 な 役 職 
 平成 28 年～現在 岡崎市食育推進会議専門委員 
 平成 28 年～現在 岡崎オーガニック代表 
 平成 29 年～現在 あいち三河農業協同組合青年部（額田地区内会計） 

H P http://www.miyazakien.com（宮ザキ園） 

 

 


